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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 7,926 4.4 161 119.2 225 99.4 203 22.0

2021年3月期第3四半期 7,593 △1.9 73 4.7 113 4.6 166 181.4

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△217百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　1,227百万円 （661.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 149.90 146.24

2021年3月期第3四半期 123.01 120.74

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 13,943 5,916 36.3

2021年3月期 14,561 6,203 36.8

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 5,058百万円 2021年3月期 5,357百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,349 △5.8 95 △54.5 152 △41.1 101 △66.0 74.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 1,392,000 株 2021年3月期 1,392,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 39,435 株 2021年3月期 39,513 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 1,356,427 株 2021年3月期3Q 1,354,511 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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前年同四半期 当第３四半期 前年同四半期比

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

18Ｌ缶 4,942 66.2 5,185 66.5 243 4.9

美術缶 2,093 28.0 2,100 26.9 7 0.4

その他 434 5.8 516 6.6 81 18.8

計 7,470 100 7,802 100 332 4.5

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和さ

れ、このところ持ち直しの動きがみられてきております。

　当社グループの主力品種である18Ｌ缶は、昨年のコロナ禍による大きな落ち込みからの復調傾向がみられ、塗

料・化学を中心に出荷数の増加と昨年から続いている材料等の値上げの転嫁により、当第３四半期は前年対比で売

上高4.9％増加しております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第３四半期連結累計期間の売上高は、7,926百万円

（前年同期比4.4％増）、営業利益は161百万円（前年同期比119.2％増）、経常利益は225百万円（前年同期比

99.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は203百万円（前年同期比22.0％増）となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①金属缶製造販売事業

　製品別売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

　金属缶製造販売事業の売上高は7,802百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は94百万円（前年同期比

1,219.5％増）となりました。

②不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業の売上高は123百万円（前年同期比0.4％増）、営業利益は67百万円（前年同期比1.2％増）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は6,247百万円となり、前連結会計年度末に比べ21百万円増加い

たしました。これは主に電子記録債権が491百万円増加し、現金及び預金が237百万円、受取手形及び売掛金が276

百万円減少したことによるものであります。固定資産は7,696百万円となり、前連結会計年度末に比べ639百万円

減少いたしました。これは主に有形固定資産が22百万円増加し、無形固定資産が5百万円、投資その他の資産が

656百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は13,943百万円となり、前連結会計年度末に比べ617百万円減少いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は4,807百万円となり、前連結会計年度末に比べ295百万円減少

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が271百万円、設備関係支払手形が75百万円増加し、1年内返済予

定の長期借入金が146百万円、未払法人税等が100百万円、その他（主に未払金）が340百万円減少したことによる

ものであります。固定負債は3,220百万円となり、前連結会計年度末に比べ35百万円減少いたしました。これは主

に長期借入金が132百万円、退職給付に係る負債が25百万円増加し、繰延税金負債が195百万円減少したことによ

るものであります。

　この結果、負債合計は8,027百万円となり、前連結会計年度末に比べ331百万円減少いたしました。

- 2 -

日本製罐株式会社(5905)　2022年３月期　第３四半期決算短信



（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、5,916百万円となり、前連結会計年度末に比べ286百万円

減少いたしました。これは主に利益剰余金が134百万円増加し、その他有価証券評価差額金が433百万円減少した

ことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は36.3％（前連結会計年度末は36.8％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年４月30日の「2021年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。

- 3 -

日本製罐株式会社(5905)　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 718,599 481,212

受取手形及び売掛金 2,577,116 2,300,314

電子記録債権 1,752,715 2,244,163

商品及び製品 144,777 112,770

仕掛品 123,522 123,715

原材料及び貯蔵品 819,004 924,397

その他 90,310 61,050

貸倒引当金 △508 △495

流動資産合計 6,225,537 6,247,130

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,567,570 7,578,430

減価償却累計額 △5,195,419 △5,314,754

建物及び構築物（純額） 2,372,150 2,263,676

機械及び装置 8,564,167 8,360,721

減価償却累計額 △7,765,229 △7,544,868

機械及び装置（純額） 798,938 815,853

車両運搬具 36,768 35,958

減価償却累計額 △36,768 △35,958

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 687,594 681,395

減価償却累計額 △644,920 △644,877

工具、器具及び備品（純額） 42,674 36,518

土地 972,170 972,170

リース資産 17,446 17,446

減価償却累計額 △3,198 △5,815

リース資産（純額） 14,247 11,630

建設仮勘定 96,943 220,234

有形固定資産合計 4,297,125 4,320,083

無形固定資産

ソフトウエア 187,531 144,308

ソフトウエア仮勘定 － 39,300

のれん 993 －

リース資産 3,402 2,777

その他 1,923 1,923

無形固定資産合計 193,851 188,309

投資その他の資産

投資有価証券 3,821,294 3,168,247

その他 23,813 20,094

投資その他の資産合計 3,845,107 3,188,341

固定資産合計 8,336,083 7,696,734

資産合計 14,561,620 13,943,864

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,108,755 3,380,293

１年内返済予定の長期借入金 1,019,933 873,436

リース債務 4,754 4,754

未払法人税等 131,433 31,084

未払事業所税 21,049 15,786

賞与引当金 84,145 34,685

設備関係支払手形 94,194 169,518

その他 638,268 297,551

流動負債合計 5,102,532 4,807,110

固定負債

長期借入金 1,809,409 1,941,799

リース債務 14,660 11,094

繰延税金負債 1,169,795 974,159

役員退職慰労引当金 11,682 11,682

退職給付に係る負債 192,448 218,220

資産除去債務 18,170 19,590

その他 39,875 43,663

固定負債合計 3,256,041 3,220,208

負債合計 8,358,574 8,027,318

純資産の部

株主資本

資本金 738,599 738,599

資本剰余金 245,373 245,373

利益剰余金 2,113,864 2,248,402

自己株式 △43,947 △44,651

株主資本合計 3,053,888 3,187,723

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,303,935 1,870,552

その他の包括利益累計額合計 2,303,935 1,870,552

新株予約権 29,127 30,032

非支配株主持分 816,094 828,237

純資産合計 6,203,046 5,916,545

負債純資産合計 14,561,620 13,943,864
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 7,593,561 7,926,604

売上原価 6,591,262 6,763,607

売上総利益 1,002,298 1,162,997

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 220,175 223,431

役員報酬 62,726 94,982

株式報酬費用 4,606 5,232

賞与引当金繰入額 8,331 8,574

退職給付費用 10,935 11,951

運賃及び荷造費 347,310 367,939

支払手数料 72,849 80,986

減価償却費 51,938 54,354

のれん償却額 2,979 993

その他 146,846 153,228

販売費及び一般管理費合計 928,698 1,001,674

営業利益 73,600 161,323

営業外収益

受取配当金 45,542 65,775

雇用調整助成金 48,904 67,050

その他 14,475 19,858

営業外収益合計 108,922 152,684

営業外費用

支払利息 14,276 10,881

シンジケートローン手数料 1,000 －

休業手当 52,757 75,209

その他 1,467 2,581

営業外費用合計 69,502 88,672

経常利益 113,020 225,334

特別利益

投資有価証券売却益 147,449 106,035

特別利益合計 147,449 106,035

特別損失

固定資産除却損 2,425 5,283

特別損失合計 2,425 5,283

税金等調整前四半期純利益 258,044 326,086

法人税等 87,784 102,624

四半期純利益 170,259 223,461

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,642 20,137

親会社株主に帰属する四半期純利益 166,617 203,324

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 170,259 223,461

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,057,415 △441,378

その他の包括利益合計 1,057,415 △441,378

四半期包括利益 1,227,675 △217,916

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,200,198 △228,402

非支配株主に係る四半期包括利益 27,477 10,486

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への

影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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